






















 

   決     議（案） 

  

 高山本線は、我が国のほぼ中央部において日本海側と太平洋側とを結ぶ交通の大動脈としての役割

を担い、沿線各地はもとより中部圏全体の交流の活発化を図り、経済・文化の発展、向上に寄与して

きた基幹鉄道であり、令和６年１０月には全線開通９０周年を迎える。 

 これからも高山本線の存在は、太平洋側から日本海側に至る個性豊かな日本の中央部における広域

交流圏を形成するうえで必要不可欠であり、沿線地域の産業、文化、生活等の諸機能の整備とあいま

って、中部圏の活性化に大きく貢献するものと確信する。 

平成２７年３月１４日に北陸新幹線の長野－金沢間が開業、さらに、令和６年３月１６日に敦賀

まで延伸されたことで首都圏と北陸との時間距離が飛躍的に短縮されたことに加え、将来的にはリニ

ア中央新幹線の東京－名古屋間の開業が予定されており、今後も地域間の交流・連携が一層図られる

ことが期待される。 

先般の新型コロナウイルス感染症の影響により大きく落ち込んだインバウンドも回復傾向にあっ

たが、令和６年能登半島地震の影響により、再び観光需要の低下が危惧されている。高山本線は沿線

に多くの観光地を有し、車窓風景も美しい「観光路線」であり、政府が訪日外国人旅行者数を令和１

２年に６,０００万人とする目標を掲げ、強力に推し進めている中、国の官民一体型の観光需要の喚

起を図る施策を展開する上で、その重要性はますます高まっている。 

 このような中、ＪＲ東海及びＪＲ西日本においては、今後も、より一層の安全対策、安全運行を確

保されることはもとより、北陸新幹線の延伸やリニア中央新幹線の開業を契機とした新たな交流人口

の拡大と広域観光の推進を図るため、高山本線の一層の利便性の向上に努められることが強く望まれ

るところである。 

よって、我々は、高山本線の強化促進に向けて、次の事項について一致協力して、強力な運動を

展開するものとする。 

 

（１）北陸新幹線との相乗効果やリニア中央新幹線の開業を視野に入れ、所要時間の短縮や列車本

数の増加など、旅客輸送サービスの強化改善を推進すること。 

・特急「ひだ」の増発、増車 

・北陸新幹線との乗り継ぎの利便性を確保するダイヤ改正 

・北陸新幹線及び東海道新幹線と特急「ひだ」の乗り換えの際の特急料金の割引に類する

企画切符の設定 

・普通列車の利便性向上 

・観光シーズンに併せた臨時列車の運行拡大 

・富山－高山間における観光列車の季節運行 

・利用実態のデータ共有 

・電化及び複線化の促進 

・部分線増、一線スルー化、分岐器の改良等によるスピードアップ 

・新型特急車両（ＨＣ８５系）のＰＲ等 

 

（２）輸送の安全、防災対策を充実させるため、あらゆる角度から強化改善を検討し事故防止に 

努めること。 

・危険箇所の保守点検や保安設備の強化等の積極的な推進 

・雪対策の強化 



 

・災害や事故発生時における機能的な連絡体制の構築 

 

（３）安全で快適に利用できるようにするため、駅施設における利用者の利便性の向上・確保に取

り組むとともに、鉄道施設や車両等の改善を推進すること。 

    ・鉄道施設及び車両等のバリアフリー化の推進 

    ・鉄道施設の改善及び周辺整備への協力 

    ・観光客の増加に向けた体制づくり 

    ・交通系ＩＣカードの利用可能エリアの拡大やＭａａＳアプリの活用によるキャッシュレ

ス決済への対応の加速化 

 

   

以上決議する。 

令和６年９月13日 

                                                   高山本線強化促進同盟会


